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△エンペシドクリーム［外］ 
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【重要度】 【一般製剤名】クロトリマゾール Clotrimazole 【分類】抗真菌剤 

【単位】△1本10g［1%］※トローチ，膣錠，外用液は2024年3月で経過措置満了 

【常用量・用法■膣錠：1回1個，6日間継続するが，必要に応じ延長■クリーム：1日2～3回塗布 

【特徴】イミダゾール系抗真菌薬．トリコモナスや一部のグラム陽性菌に対しても抗菌力がある．発泡性腟錠のため崩壊性がよく，腟内病原真菌に効果的に作用し短期

間（通常6日間）で優れた臨床効果を示す．白癬症・ガンジダ症に対して強力な抗真菌作用を示し、特に皮膚糸状菌に対しては殺菌的に作用する．皮膚浸透性に優れ，

皮膚刺激性が少ない． 

【主な副作用･毒性】膣錠：局部の灼熱感、陰唇の浮腫、肛門周囲炎．クリーム：局所の刺激感、皮膚炎、発赤・紅斑、びらん、丘疹 

【吸収】膣錠，外用剤ともに血中には検出されない（1） 

【代謝】資料なし（1） 

【排泄】資料なし（1） 

【蛋白結合率】50%（11） 

【Vd】1L/kg（11） 

【MW】344.84 

【透析性】資料なし（1） 

【TDMのポイント】TDMの対象にならない．10 μg/mL までの濃度では静真菌的に，それ以上では殺真菌的に作用する（1）【O/W係数】高い（11）資料なし（1） 

【更新日】20230627 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


